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   Ｃ０９Ｄ   5/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/14     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ    5/08     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/12     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    7/14     　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０３Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月11日(2014.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式：

【化１】

　［式中、ＲはＣ１２～Ｃ２０の脂肪族鎖であり、ｎ≦２０である］の活性物質と、
　腐食防止顔料と、充填剤混合物と、希釈剤又は担体と、を含む、腐食防止組成物。
【請求項２】
　前記活性物質が、前記組成物の３０～４５重量部の量で存在する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　少なくとも１重量部の前記腐食防止顔料を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　充填物質は、前記組成物の３５～４０重量部の量で存在する、請求項１に記載の組成物
。
【請求項５】
　前記腐食防止顔料が、マグネシウムのオキシアミノリン酸塩であり、前記充填剤混合物
が、ＳｉＯ２－Ａｌ２［（ＯＨ）４Ｓｉ２Ｏ５）］であり、前記希釈剤又は担体が、鉱油
である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記希釈剤が、前記腐食防止組成物の少なくとも１０重量部の量で存在する、請求項１
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に記載の組成物。
【請求項７】
　－１０℃～１００℃の温度にわたって安定した粘度を有する、請求項１に記載の組成物
。
【請求項８】
　腐食防止組成物の製造のためのプロセスであって、下記式：
【化２】

　［式中、ＲはＣ１２～Ｃ２０の脂肪族鎖であり、ｎ≦２０である］の活性物質を攪拌す
る工程と、腐食防止顔料及び充填剤混合物を前記攪拌された活性物質に、それらが活性物
質中に速やかに分散し、混合、攪拌されてブレンドを形成するように充分にゆっくり加え
る工程と、鉱油を加えて混合した後、得られた生成物を３００メッシュのフィルターに通
して濾過する工程と、を含む、プロセス。
【請求項９】
　プロセスの各工程において、各成分が加えられる前に前記形成されたブレンドが完全に
分散される、請求項８に記載のプロセス。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の腐食防止組成物を含むコーティングを有する金属
基材。
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